
§９ 溶液の性質

Ｐ oint.２３ 溶液の沸点と蒸気圧降下

蒸気圧曲線

蒸

A 溶液

気

Ｂ 溶媒

圧

△Ｐ 蒸気圧降下

△ｔ 沸点上昇度

★ 非電解質の場合

沸点上昇・凝固点降下 溶液１Ｋｇ中の溶質のｇ数

ｗ

△ｔ=ｋ 質量モル濃度 溶質の種類に関係しない

Ｍ
Ｃ６Ｈ１２Ｏ６

Ｃ１２Ｈ２２Ｏ１１ 溶質の分子量

ＣＯ（ＮＨ２）

K 沸点の時 モル沸点上昇 凝固点の時 モル凝固点降下

溶媒の種類によって決まる

Ｐ oint.２４ 浸透圧 ｗ

ＰＶ＝ｎＲＴ ＰＶ＝ ＲＴ Ｐ：浸透圧

Ｍ

水の移動 （ａ）→（ｂ）

薄い 濃い

液面の高さ （ａ）＜（ｂ）

浸透圧の大小 （ａ）＜（ｂ）

濃い溶液が大きい

－ 15 －



★ 電解質の場合

ｗ

沸点上昇・凝固点降下 △ｔ=ｋ ×

Ｍ

浸透圧 ｗ

ＰＶ＝ ＲＴ ×

Ｍ △ｔ

ＮａＣｌ→ Ｎａ＋ ＋ Ｃｌ－ ･････・・・・ ２ 沸点上昇度

100℃

ＣａＣｌ２ → Ｃａ２＋ ＋ ２Ｃｌ－ ･･･・・・・ ３ 水の場合

0 ℃
Ｐ oint.２５ コロイド溶液 凝固点降下度

△ｔ

（1）コロイド粒子の条件

① １０－７～１０－５ｃｍ ････････ (A)

② 帯電 ･････････ (B)

（2） コロイド溶液の性質 関係する項目（Ａ又はＢ）

①チンダル現象 Ａ

② ブラウン運動 Ａ ←分子の熱運動

③ 電気泳動 Ｂ

④透析 Ａ ★凝析効果

正コロイド Ｆｅ(ＯＨ)３

⑤ 凝析 Ｂ ←疎水コロイド

Ｃｌ－ ＜ＳＯ４
２－＜ＰＯ４

３－

⑥ 塩析 Ｂ ←親水コロイド 負コロイド

⑦ 保護コロイド Ｂ Ｎａ＋ ＜Ｃａ２＋＜Ａｌ３＋

（3）コロイド溶液の化学反応式

ＦｅＣｌ３ ＋３Ｈ２Ｏ Ｆｅ(ＯＨ)３ ＋３ＨＣｌ
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